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『
紀
伊
万よ

ろ
ず

朝ち
ょ
う

報ほ
う

』、
つ
い
に
御
目
見
え
！

当
館
で
は
平
成
二
十
五
年（
二
〇
一
三
）度
に

新
聞
『
紀
伊
万
朝
報
』を
購
入
し
ま
し
た
。『
紀

伊
万
朝
報
』は
大
正
十
四
年
（
一
九
二
五
）か
ら

昭
和
十
七
年（
一
九
四
二
）に
か
け
て
有
田
郡
湯

浅
町
で
発
刊
さ
れ
て
い
た
新
聞
で
す
。

た
だ
、
そ
の
発
刊
事
実
こ
そ
知
ら
れ
て
い
た

も
の
の
、
現
物
は
確
認
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
で
し

た
。
も
し
か
す
る
と
原
紙
を
個
別
に
お
持
ち
の

方
が
お
ら
れ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
あ
る
程

度
ま
と
ま
っ
た
形
で
入
手
す
る
こ
と
が
で
き
た

の
は
幸
運
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。

も
っ
と
も
、
今
回
購
入
で
き
た
の
は
昭
和
九

年（
一
九
三
四
）と
昭
和
十
三
年
か
ら
同
十
五
年

ま
で
の
四
ヵ
年
分
で
あ
り
、
し
か
も
そ
の
う
ち

に
欠
号
も
多
く
見
ら
れ
ま
す
の
で
、『
紀
伊
万

朝
報
』の
全
体
量
か
ら
す
れ
ば
ご
く
わ
ず
か
と

い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

そ
れ
で
も
、
戦
前
の
有
田
・
湯
浅
で
発
刊
さ

れ
て
い
た
新
聞
が
ほ
と
ん
ど
伝
存
し
て
い
な
い

現
状
を
鑑
み
る
と
、
そ
の
史
料
的
価
値
は
高
い

と
い
っ
て
よ
い
で
し
ょ
う
。
そ
こ
で
実
見
を
踏

ま
え
、
若
干
で
は
あ
り
ま
す
が『
紀
伊
万
朝
報
』

に
つ
い
て
紹
介
し
て
み
よ
う
と
思
い
ま
す
。

有
田
・
湯
浅
の
新
聞
略
史

「
有
田
郡
は
新
聞
不
毛
の
地
」。
こ
れ
は
大
正

か
ら
昭
和
に
か
け
て
刊
行
さ
れ
た
有
田
関
連
の

文
献
で
よ
く
目
に
す
る
フ
レ
ー
ズ
で
す
。
有
田

出
身
者
で
す
ら
、
こ
う
自
認
す
る
ほ
ど
で
し
た

（
児
島
頼
陽『
有
田
郡
新
聞
興
亡
史
』）。

有
田
郡
は
か
の
浜
口
梧
陵
や
、
大
正
・
昭
和

に
お
け
る
和
歌
山
新
聞
界
の
巨
人
、『
和
歌
山

日
日
新
聞
』社
長
の
山
崎
伝
之
助
ら
を
輩
出
し

た
土
地
柄
で
も
あ
る
の
で
す
が
、「
有
田
郡
は

和
歌
山
県
下
に
於
い
て
も
一
等
文
化
程
度
の
低

い
地
で
あ
る
」と
ま
で
い
わ
れ
る
こ
と
も
あ
っ

た
の
で
す（
並
木
茂『
和
歌
山
県
新
聞
合
戦
』）。

こ
の
よ
う
に
評
価
さ
れ
て
い
た
有
田
郡
に
お

け
る
新
聞
の
発
刊
状
況
を
、
ま
ず
は
確
認
し
て

お
き
ま
し
ょ
う
。

和
歌
山
県
で
本
格
的
な
新
聞
が
登
場
す
る
の

は
一
八
九
〇
年
代
に
入
っ
て
か
ら
。
和
歌
山
市

で『
和
歌
山
新
報
』や『
紀
伊
毎
日
新
聞
』な
ど
が

発
刊
さ
れ
る
に
い
た
り
ま
し
た
が
、
郡
部
で
初

め
て
発
行
さ
れ
た
の
は
そ
れ
か
ら
少
し
遅
れ
た

明
治
二
十
九
年
（
一
八
九
六
）、
新
宮
の
『
熊
野

新
報
』で
し
た
。

そ
の
後
、
同
じ
く
新
宮
の『
熊
野
実
業
新
聞
』、

田
辺
の『
牟
婁
新
報
』が
続
き
、
そ
れ
に
次
い
で

よ
う
や
く
有
田
郡
で
新
聞
が
創
刊
さ
れ
た
の
は

明
治
三
十
四
年（
一
九
〇
一
）の
こ
と
。
湯
浅
に

『
有
田
』が
産
声
を
あ
げ
た
の
で
す
。『
有
田
』は

明
治
三
十
九
年
に
廃
刊
と
な
り
ま
す
が
、
翌
年

に
は『
新
有
田
』と
し
て
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
創
刊
さ

れ
ま
し
た
。

明
治
四
十
五
年（
一
九
一
二
）に
は『
有
田
紀

伊
新
報
』が
発
刊
さ
れ
る
も
、
こ
れ
は
短
命
に

終
わ
り
翌
年
に
は
廃
刊
。
そ
の
後
し
ば
ら
く
の

間
、
有
田
郡
の
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
界
は
『
新
有

田
』の
独
壇
場
が
続
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。
こ

の
あ
た
り
の
事
情
が「
新
聞
不
毛
の
地
」と
の
評

価
に
つ
な
が
っ
た
の
で
し
ょ
う
。

こ
の〝
沈
黙
〟が
破
ら
れ
た
の
は
大
正
十
二
年

（
一
九
二
三
）か
ら
同
十
五
年
に
か
け
て
。
立
て

続
け
に
新
た
な
新
聞
が
簇
生
し
て
い
き
ま
し
た
。

す
な
わ
ち
、
箕
島
の『
南
海
時
報
』『
大
陽
新
聞
』

『
南
紀
改
造
新
聞
』と
湯
浅
の『
紀
伊
万
朝
報
』が

そ
れ
で
、
こ
れ
ら
四
紙
は
有
田
郡
の
地
方
文
化

に
新
た
な
息
吹
を
も
た
ら
し
て
い
っ
た
の
で
す
。

表
１
は
昭
和
二
年（
一
九
二
七
）現
在
の
有
田

郡
で
経
営
が
確
認
さ
れ
る
新
聞
の
発
行
状
況
を

示
し
た
も
の
で
す
。
こ
こ
か
ら
は
『
紀
伊
万
朝

報
』が
郡
内
で
最
大
の
新
聞
で
あ
る
こ
と
が
う

か
が
え
ま
す
。『
紀
伊
万
朝
報
』を
は
じ
め
と
す

る
有
田
郡
内
の
新
聞
が
凌
ぎ
を
削
り
な
が
ら
切

磋
琢
磨
し
合
う
こ
と
を
通
じ
、
有
田
の
言
論
空

間
や
生
活
文
化
は
活
性
化
し
て
い
っ
た
こ
と
で

し
ょ
う
。

し
か
し
こ
う
し
た
状
況
も
、
戦
時
体
制
に
突

入
す
る
と
終
わ
り
を
告
げ
ま
し
た
。
昭
和
十
四

年（
一
九
三
九
）頃
か
ら
推
進
さ
れ
た
新
聞
統
制

に
よ
り
、
全
県
一
紙
へ
の
統
合
が
始
ま
っ
た
か

ら
で
す
。
有
田
郡
の
多
く
の
新
聞
も
国
策
の
時

流
に
応
じ
て
廃
刊
。
そ
う
し
た
な
か
、『
紀
伊

万
朝
報
』の
み
は
統
合
に
応
じ
よ
う
と
は
せ
ず

抵
抗
し
、
昭
和
十
七
年
五
月
ま
で
命
脈
を
保
っ

た
こ
と
は
特
筆
に
値
し
ま
す
。

紀
伊
の
『
万
朝
報
』
？

そ
れ
で
は
、『
紀
伊
万
朝
報
』は
ど
の
よ
う
な

性
格
の
新
聞
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。
当
時
か

ら
、
湯
浅
の
新
聞
と
し
て
先
輩
格
の『
新
有
田
』

と
後
発
の『
紀
伊
万
朝
報
』は
か
な
ら
ず
比
較
の

対
象
と
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

箕
島
で『
太
陽
新
聞
』を
創
刊
し
た
児
島
頼
陽

に
よ
れ
ば
、
官
庁
の
公
報
記
事
を
重
点
的
に
掲

載
し
て
い
た
た
め〝
官
報
新
聞
〟と
揶
揄
さ
れ
た

『
新
有
田
』と
は
対
照
的
に
、『
紀
伊
万
朝
報
』は

政
治
・
社
会
記
事
を
ハ
デ
に
取
り
扱
っ
た
〝
気

骨
あ
る
新
聞
〟と
一
般
に
認
識
さ
れ
、
娯
楽
を

重
視
す
る
編
集
方
針
に
対
す
る
評
価
も
高
か
っ

た
よ
う
で
す
（
児
島
頼
陽
『
有
田
郡
新
聞
興
亡

史
』）。

た
だ
し
、
こ
れ
ら
は
当
時
の
貴
重
な
証
言
で

第 44号（平成 27年 11月発行）

有
田
・
湯
浅
の
郷
土
新
聞

―『
紀
伊
万
朝
報
』と
そ
の
周
辺
―

表１：有田郡で発刊されていた新聞（昭和 2年〈1927〉現在）

備考：内務省警保局「新聞雑誌及通信社ニ関スル調」昭和 2 年（『新聞雑誌社特秘調査』）、
児島頼陽『有田郡新聞興亡史』などにより作成。

紙名 創刊年月 刊行
頻度 発行所 発行

部数 頒布区域 中心人物 党派

新有田 明治40年
（1907） 隔日刊 湯浅町 1,911 県下、大阪府、

一部県外
法眼弥兵衛、

花手啓三 政友会

南海時報 大正12年
（1923） 旬刊 箕島町 2,200 主として県下、

少数県外 宮本久満夫 なし

太陽新聞 大正13年
（1924） 隔日刊 箕島町 1,200 県下、大阪府、

一部県外 児島頼陽 政友会

紀伊万朝報 大正14年
（1925） 隔日刊 湯浅町 3,000 県下、大阪府、

一部県外
室賛、室忠顕、

室正晃 民政党

南紀改造新聞 大正15年
（1926） 旬刊 箕島町 1,000 県下一円 久保良夫 なし
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あ
る
こ
と
に
違
い
あ
り
ま
せ
ん
が
、
い
ず
れ
も

回
想
や
風
評
で
あ
り
、
史
料
上
確
認
さ
れ
た
も

の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。『
紀
伊
万
朝
報
』の
創
刊

号
が
伝
存
し
て
い
れ
ば
、
そ
こ
に
お
そ
ら
く
は

「
発
刊
の
辞
」、
あ
る
い
は
そ
れ
に
類
似
し
た
も

の
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
は
ず
で
す
が
、
創
刊
号

を
見
る
こ
と
が
叶
わ
な
い
現
在
、『
紀
伊
万
朝

報
』が
ど
の
よ
う
な
企
図
で
発
刊
さ
れ
た
の
か
、

具
体
的
な
こ
と
は
わ
か
り
ま
せ
ん
。

そ
こ
で
試
み
に
、
特
徴
的
な
紙
名
を
手
が
か

り
に
こ
の
点
を
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。『
紀
伊

万
朝
報
』と
い
う
ネ
ー
ミ
ン
グ
か
ら
、
少
な
く

と
も
紀
州
和
歌
山
の『
万
朝
報
』た
ら
ん
と
い
う

意
気
込
み
が
読
み
と
れ
ま
す
。

『
万
朝
報
』と
は
、
探
偵
小
説
作
家
で
も
知
ら

れ
る
黒
岩
涙る
い

香こ
う

が
明
治
二
十
五
年（
一
八
九
二
）

東
京
で
創
刊
、
特
に
醜
聞
暴
露
の
社
会
面
記
事

（
い
わ
ゆ
る
三
面
記
事
）と
連
載
小
説
な
ど
の
文

芸
欄
を
売
り
に
し
た
小こ

新
聞
で
す
。
あ
っ
と
い

う
間
に
東
京
最
大
の
部
数
を
誇
る
新
聞
に
急
成

長
、
新
聞
の
大
衆
化
を
実
現
し
て
い
き
ま
し
た
。

そ
の
後
、
内
村
鑑
三
・
幸
徳
秋
水
・
堺
利
彦

ら
の
入
社
に
よ
り
、
社
会
改
良
を
目
指
す
言
論

活
動
に
も
乗
り
出
し
ま
す
。
が
、
日
露
戦
争
を

め
ぐ
っ
て
社
内
は
主
戦
論
と
非
戦
論
に
分
裂
し
、

非
戦
論
の
内
村
・
幸
徳
・
堺
が
退
社
、
社
会
改

良
運
動
は
挫
折
し
ま
し
た
。

も
っ
と
も
黒
岩
は
反
権
威
主
義
的
な
立
場
を

堅
持
し
、
明
治
末
年
か
ら
大
正
初
年
に
か
け
て

の
民
衆
運
動（
い
わ
ゆ
る
第
一
次
護
憲
運
動
）で

は
、
茅か
や

原は
ら

崋か

山ざ
ん

を
擁
し
て
指
導
的
役
割
を
果
た

し
ま
す
。
し
か
し
そ
れ
以
降
は
、
新
聞
界
の
大

勢
と
な
っ
た
企
業
的
報
道
機
関
化
の
波
に
乗
り

遅
れ
、
次
第
に
劣
勢
と
な
っ
て
い
き
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
に
、『
紀
伊
万
朝
報
』が
発
刊
さ
れ

た
時
期
に
は『
万
朝
報
』は
衰
退
の
一
途
を
辿
る

ば
か
り
。「
万
朝
報
」の
名
を
冠
し
た
新
聞
の
発

刊
が
流
行
る
は
ず
も
な
い
な
か
で
『
紀
伊
万
朝

報
』と
名
付
け
ら
れ
た
の
は
、
そ
の
創
刊
者
が

本
家
本
元
の
理
念
や
豊
富
な
文
化
面
に
共
感
し

て
い
た
か
ら
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

賛
と
忠
顕
・
正
晃
の
室
家
父
子

で
は
創
刊
者
の
話
に
移
り
ま
し
ょ
う
。『
紀

伊
万
朝
報
』
は
も
と
も
と
、
大
正
十
二
年

（
一
九
二
三
）玉
置
留
之
進
（
湯
浅
町
議
員
、
有

田
酒
類
販
売
KK
社
長
）が
創
刊
し
た
新
聞
で
し

た
。
そ
れ
を
大
正
十
四
年
の
四
月
、
室
賛
が
玉

置
よ
り
譲
り
受
け
、
そ
の
子
で
あ
る
忠
顕
（
写

真
１
）・
正
晃
と
と
も
に
一
家
で
新
た
に
創
刊
・

運
営
に
あ
た
っ
た
の
で
す（
表
１
も
参
照
）。

大
字
湯
浅
一
二
四
八
に
構
え
ら
れ
た
紀
伊
万

朝
報
社
の
社
主
を
つ
と
め
た
の
が
父
親
の
賛
で

し
た
。
彼
は
和
歌
山
県
の
警
察
畑
を
渡
り
歩
い

て
き
た
官
吏
で
、
警
務
服
の
ま
ま
芸
妓
遊
び
に

ふ
け
っ
て
部
下
か
ら
辞
職
を
要
請
さ
れ
る
な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
も
っ
て
い
る
人
物

で
も
あ
り
ま
す
。

賛
の
名
は
、『
和
歌
山
県
職
員
録
』や
『
職
員

録
』（
全
国
版
）の
明
治
四
十
二
年
（
一
九
〇
九
）

版
か
ら
大
正
十
一
年（
一
九
二
二
）版
で
確
認
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す（
写
真
２
）。
こ
れ
ら
に
は

あ
る
一
定
の
ラ
ン
ク
以
上
し
か
掲
載
さ
れ
て
い

ま
せ
ん
が
、
彼
が
警
部
と
し
て
新
宮
警
察
署
勤

務
か
ら
同
署
の
本
宮
分
署
長
、
田
辺
警
察
署
串

本
分
署
長
、
岩
出
警
察
署
粉
河
分
署
長
と
分
署

長
を
歴
任
、
一
時
和
歌
山
警
察
署
勤
め
を
経
て

湯
浅
警
察
署
長
に
昇
進
し
て
い
っ
た
こ
と
が
わ

か
り
ま
す
。

そ
の
後
職
員
録
か
ら
賛
の
名
が
見
え
な
く
な

る
こ
と
か
ら
、
彼
は
湯
浅
警
察
署
長
を
も
っ
て

リ
タ
イ
ア
、
終
職
の
地
で
あ
る
湯
浅
に
居
を
落

ち
着
け
、『
紀
伊
万
朝
報
』の
創
刊
に
あ
た
っ
た

と
考
え
て
よ
い
で
し
ょ
う
。
す
な
わ
ち
、『
紀

伊
万
朝
報
』は
有
田
・
湯
浅
の
「
在
の
人
」で
は

な
い
室
一
家
に
よ
っ
て
創
刊
・
運
営
さ
れ
て
い

た
可
能
性
が
高
い
わ
け
で
す
。

そ
し
て
こ
の
室
一
家
の
う
ち
、
社
主
・
父
親

の
賛
に
支
え
ら
れ
な
が
ら
『
紀
伊
万
朝
報
』の

ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
活
動
を
実
質
的
に
担
っ
て
い

た
の
が
、
彼
の
二
人
の
息
子
、
忠
顕
と
正
晃
の

兄
弟
で
し
た
。
彼
ら
が
取
材
・
記
事
・
編
集
を

担
当
し
て
い
た
の
で
す
。

創
刊
当
時
の
二
人
は
覇
気
に
満
ち
た
二
十
代

の
青
年
で
、
和
歌
山
市
で
発
刊
さ
れ
て
い
た
大

新
聞『
紀
伊
毎
日
新
聞
』の
県
政
記
者
を
つ
と
め

て
い
た
弟
の
正
晃
が
主
に
政
治
面
を
担
い
、
兄

の
忠
顕
は
社
会
面
や
文
化
面
を
担
当
、
風
刺
を

き
か
せ
た
記
事
を
編
ん
で
い
ま
し
た
。
と
も
に

筆
が
冴
え
、
特

に
寡
黙
な
青
年

だ
っ
た
正
晃
の

文
才
に
は
多
く

の
読
者
が
魅
了

さ
れ
た
と
い
わ

れ
て
い
ま
す
。

し
か
し
天
は
二
物
を
与
え
ず
、
正
晃
は
昭
和

三
年（
一
九
二
八
）に
病
死
。
息
子
た
ち
を
社
主

と
し
て
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
て
き
た
賛
も
、
昭
和

九
年
こ
の
世
を
去
り
ま
し
た（
写
真
３
）。
当
館

で
入
手
し
た『
紀
伊
万
朝
報
』は
、
弟
と
父
に
先

立
た
れ
独
り
こ
の
世
に
残
さ
れ
た
忠
顕
が
孤
軍

奮
闘
し
て
い
た
時
期
の
も
の
に
あ
た
り
ま
す
。

昭
和
戦
前
期
の
『
紀
伊
万
朝
報
』

『
紀
伊
万
朝
報
』に
目
を
通
す
と
、
中
央
の
政

治
経
済
の
動
向
は
間
接
的
に
触
れ
る
に
と
ど
ま

り
、
記
事
の
中
心
は
一
貫
し
て
湯
浅
町
、
有
田

郡
、
和
歌
山
県
の
地
域
情
報
で
あ
る
こ
と
は
一

目
瞭
然
で
す
。

表
２
は
昭
和
九
年
（
一
九
三
四
）に
限
り
ま

す
が
、『
紀
伊
万
朝
報
』の
紙
面
上
の
特
徴
を

示
し
た
も
の
で

す
。
戦
時
体
制

に
突
入
し
た
昭

和
十
三
年
か
ら

同
十
五
年
に
か

け
て
の
紙
面
と

も
な
る
と
軍
事

色
が
強
ま
り

（
写
真
４
）、
料

金
の
値
上
げ
や

頁
数
の
削
減

（
写
真
５
）な
ど

第 44号（平成 27年 11月発行）

写真１：室忠顕
（『有田郡新聞興亡史』より）

写真３：『紀伊万朝報』
昭和 9年 3月5日付

写真４：『紀伊万朝報』
昭和13 年12 月13日付

写真２：『和歌山県職員録
（大正十一年六月末日現在）』
（国立国会図書館近代デジタルライブラリーより）
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少
々
趣
を
異
に

し
て
い
き
ま
す

が
、
大
凡
の
傾

向
を
つ
か
む
に

は
問
題
な
い
で

し
ょ
う
。

こ
れ
に
よ
れ

ば
、
こ
の
時
期
の『
紀
伊
万
朝
報
』の
特
徴
は
な

ん
と
い
っ
て
も
、
文
化
面
、
文
芸
の
連
載
モ
ノ
、

掲
載
広
告
（
表
３
・
４
参
照
）が
多
い
点
に
あ
り

ま
す
。
こ
れ
は
先
述
し
た
と
お
り
、
創
刊
以
来

忠
顕
が
担
っ
て
き
た
役
割
に
起
因
す
る
も
の
で

あ
る
こ
と
は
容
易
に
推
測
さ
れ
ま
す
。
ま
た
こ

の
点
は
、
紀
伊
万
朝
報
社
が
旭
劇
場（
旭
座
）を

中
心
に
催
事
活
動
を
活
発
に
お
こ
な
っ
て
い
た

こ
と
と
も
関
連
す
る
で
し
ょ
う（
写
真
６
・７
）。

文
化
面
の
な
か
で
も「
家
庭
」「
家
庭
婦
人
」欄

に
は
目
を
見
張
る
も
の
が
あ
り
、
料
理
、
食
事
、

そ
の
他
の
家
事
、
結
婚
、
育
児
、
健
康
、
化
粧
、

服
装
、ペ
ッ
ト
の
飼
育
な
ど
、多
方
面
に
わ
た
っ

て
取
り
扱
わ
れ
て
い
ま
す
。「
家
庭
向
き
の
コ
ー

ヒ
の
出
し
方　

常
識
と
し
て
必
要
」と
題
す
る

社
説
が
掲
げ
ら
れ
て
い
る
こ
と
も
あ
る
ほ
ど
で

す
。こ

れ
ら
は
い
ず
れ
も
女
性
、
特
に
既
婚
女
性

を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
し
た
内
容
と
な
っ
て
い
る
こ

と
は
注
目
し
て
よ
い
で
し
ょ
う
。
た
だ
、「
女

の
嗜
み
」「
お
母
さ
ん
の
責
任
」と
い
っ
た
、
女

性
や
性
差（
ジ
ェ
ン
ダ
ー
）に
関
す
る
固
定
観
念

が
前
提
と
な
っ
て
い
る
記
事
で
あ
る
こ
と
に
は

留
意
が
必
要
で
す
。

こ
の
ほ
か
、
ラ
ジ
オ
番
組
表
、
旭
劇
場
で
の

上
映
情
報
な
ど
が
記
さ
れ
た
「
え
ん
げ
い
」欄
、

芸
妓
の
ラ
ン
キ
ン
グ
な
ど
が
掲
げ
ら
れ
た
「
花

柳
風
聞
」欄
、
野
球
を
中
心
と
す
る
ス
ポ
ー
ツ

欄
な
ど
が
加
わ
り
、
さ
ら
に
連
載
モ
ノ
で
八
～

一
〇
段
、
広
告
で
一
～
一
・
五
頁
が
費
や
さ
れ

る
と
、
以
上
だ
け
で
全
頁
の
半
分
以
上
を
占
め

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

も
っ
と
も
、
湯
浅
町
・
有
田
郡
に
固
有
の
政

治
経
済
ネ
タ
も
ふ
ん
だ
ん
に
報
道
さ
れ
て
い
ま

す
。
湯
浅
だ
け
で
も
町
長
・
町
議
の
選
挙
関
連
、

観
光
事
業
の
模
索
な
ど
役
場
の
動
向
、
湯
浅
町

誌
の
編
纂
計
画
、
農
産
物
市
況
、
出
生
死
亡
者

な
ど
、
郡
内
で
い
え
ば
町
村
長
の
公
告
、
鉄
道
・

バ
ス
の
交
通
事
情
、
湯
浅
署
の
検
挙
犯
罪
調
べ
、

有
田
郡
高
等
女
学
校
の「
性
情
」調
査
な
ど
の
教

育
事
情
、
地
震
関
連
（
安
政
南
海
地
震
な
ど
過

去
の
地
震
も
含
む
）、
有
田
地
理
同
好
会
に
よ

る「
郷
土
巡
礼
」な
ど
、
挙
げ
れ
ば
き
り
が
あ
り

ま
せ
ん
。

ま
た
和
歌
山
県
内
の
動
勢
に
つ
い
て
も
、
和

歌
山
を
代
表
す
る
新
聞
で
す
ら
報
道
し
て
い
な

い
事
実
が
散
見
さ
れ
ま
す
。
例
え
ば
、
和
歌
山

県
の
招
魂
社（
現
・
護
国
神
社
）が
昭
和
十
二
年

（
一
九
三
七
）に
完
成
し
ま
す
が
、
そ
の
着
工
に

あ
た
っ
て
の
建
設
趣
意
書
な
ど
は
非
常
に
重
要

な
も
の
で
す
。

こ
の
よ
う
に
、『
紀
伊
万
朝
報
』の
伝
存
す
る
、

ご
く
わ
ず
か
な
も
の
だ
け
で
も
、
一
九
三
〇
年

代
の
湯
浅
を
中
心
に
有
田
郡
内
や
和
歌
山
県
内

の
さ
ま
ざ
ま
な
動
勢
を
う
か
が
う
に
足
る
史
料

と
い
え
る
で
し
ょ
う
。
当
館
で
は
、『
大
阪
朝

日
新
聞
和
歌
山
版
』『
紀
伊
毎
日
新
聞
』『
和
歌
山

日
日
新
聞
』『
和
歌
山
新
報
』『
牟
婁
新
報
』『
昭
和

新
報
』（
当
館
た
よ
り
四
三
号
参
照
）な
ど
、
紙

焼
複
製
版
に
て
調
査
・
研
究
に
供
し
て
い
ま
す

の
で
、
ぜ
ひ
ご
来
館
の
う
え
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

（
平
良　

聡
弘
）

《
参
考
文
献
》

並
木
茂
著
／
岩
崎
辰
次
郎
序『
和
歌
山
県
新
聞

合
戦
』（
黒
潮
社
、
一
九
二
五
年
）

寺
田
良
太
郎
・
桝
井
陽
造
監
修
／
児
島

頼
陽
著
『
有
田
郡
新
聞
興
亡
史
』（
私
家
版
、

一
九
六
六
年
）

湯
浅
町
誌
編
纂
委
員
会
編『
湯
浅
町
誌
』（
湯
浅

町
役
場
、
一
九
六
七
年
）

和
歌
山
県
史
編
さ
ん
委
員
会
編
『
和
歌

山
県
史
』
近
現
代
一
・
二
（
和
歌
山
県
、

一
九
八
九
・
九
三
年
）

内
務
省
警
保
局
編
『
新
聞
雑
誌
社
特
秘
調
査
』

（
大
正
出
版
、
一
九
七
九
年
）

第 44号（平成 27年 11月発行）

写真５：『紀伊万朝報』
昭和14 年 9月17日付

写真７：『紀伊万朝報』
昭和13 年11月7日付

写真６：昭和 30 年頃の旭劇場
（『保存版　海南・有田今昔写真帖』
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表２：『紀伊万朝報』の書誌情報
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表３：『紀伊万朝報』の掲載広告 : 職種別内訳（％）

表４：『紀伊万朝報』の掲載広告 : 地域別内訳（％）

値段 1部3銭、1ヵ月40銭
広告料 5号1行50銭
段組・頁数 11段4頁
発行日 奇数日（31日は休刊）
社説 普通
寄稿 多い
政治記事 普通
外国記事 少ない
文化欄 多い
連載モノ 多い
掲載広告 多い

産業 金融 薬・
化粧品 医療 教育 文化 家財 食料 交通 農業 衣料 個人

連絡 計

昭和9年（1934） 4.9 4.6 2.2 28.5 8.6 12.0 9.6 9.8 6.1 3.5 6.4 3.9 100.0 
昭和13年（1938） 10.9 6.1 6.6 20.7 6.7 6.9 3.4 23.7 6.1 4.7 3.0 1.2 100.0 

湯浅
町内

有田
郡内

和歌山
県内

和歌山
県外 不明 計

昭和9年（1934） 72.2 23.2 4.2 ― 0.4 100.0 
昭和13年（1938） 59.4 29.4 10.6 0.1 0.5 100.0 

4



和歌山県立文書館だより

渋
を
流
シ
鮎
取
り

文
化
六
年（
一
八
〇
九
）の
こ
と
で
し
た
。
高

野
山
寺
行ぎ
ょ
う

人に
ん

領
本
寺
興こ
う

山ざ
ん

寺じ

は
、
寺
領
で
の
川

の
渋
流
し
を
禁
じ
る
よ
う
高
圧
的
に
申
し
出
て

来
た
紀
州
藩
那
賀
郡
野の

上か
み
の

荘し
ょ
う

大お
お

庄じ
ょ
う

屋や

山
本
又
次

郎
に
対
し
、
一
歩
も
引
か
ず
に
応
戦
し
ま
す
。

事
の
発
端
は
百
姓
の
鮎
取
り
で
し
た
。
六
月

四
日
大
庄
屋
は
、行ぎ
ょ
う

人に
ん

領
地じ

士し

岡
本
忠
太
夫（
忠

左
衛
門
）宛
て
に
書
状
を
送
り
ま
す
（
写
真
１
。

イ
九
一
八
）。「
藩
領
野
上
荘
（
旧
野
上
町
北
西

部
）の
川
上
に
当
た
る
行
人
領
那
賀
郡
神こ
う

野の
の

荘し
ょ
う

（
旧
美
里
町
）・
志し

賀が

野の
の

荘し
ょ
う（
旧
野
上
町
北
東
部
）

で
、
寺
領
の
百
姓
達
が
川
に（
柿
）渋
を
流
し
て

鮎
取
り
を
す
る
そ
う
で
す
。
そ
の
渋
水
を
野
上

荘
で
田
地
に
引
き
込
む
な
ら
ば
稲
の
生
育
が
悪

く
な
り
困
っ
た
こ
と
に
な
る
の
で
、
こ
れ
を
ぜ

ひ
御
差
し
止
め
下
さ
い
ま
す
様
に
と
村
々
か
ら

願
い
出
が
あ
り
ま
し
た
」と
い
う
の
で
す
。

こ
の
漁
法
、
五
百
年
も
遡さ
か
の
ぼ

る
正し
ょ
う

和わ

四
年

（
一
三
一
五
）十
二
月
、
神
野
荘
に
も
か
か
る

「
殺せ
っ

生し
ょ
う

禁
断
の
事
」（「
神
野
・
猿さ
る

川か
わ

・
真ま

国く
に

三
ケ

荘
荘
官
連
署
起き

請し
ょ
う

文も
ん

」、
高
野
山
文
書
、
大
日

本
古
文
書
一
-
六
）の
中
に
も
「
柿
流
し
（
柿
渋

流
し
）」と
し
て
、「
胡く
る
み桃
流
し
」（
胡
桃
の
毒
を

川
に
流
す
漁
法
）「
薑は
じ
か
み

流
し
」（
薑
の
毒
を
流
す

方
法
）と
共
に
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ

の
地
域
の
庶
民
に
と
っ
て
は
伝
統
的
な
方
法

だ
っ
た
よ
う
で
す
。

か
ね
て
御
制
禁

大
庄
屋
は
渋
流
し
に
つ
い
て
、「
右
は
兼
て

御
制
禁
、
御
承
知
の
事
と
存
じ
奉た
て
ま
つ

り
候
」（
こ

れ
が
従
来
か
ら
の
御
制
禁
（
禁
令
）で
あ
る
の

は
御
承
知
の
こ
と
と
思
い
ま
す
）と
い
い
ま
す
。

つ
ま
り
、「
御
制
禁
を
知
っ
て
い
る
ん
で
し
ょ

う
、
そ
れ
な
の
に
禁
じ
な
い
ん
で
す
か
」と
い

う
慇い
ん

懃ぎ
ん

無ぶ

礼れ
い

な
嫌い
や

み
な
の
で
す
。
大
庄
屋
か
ら

す
れ
ば
、
渋
流
し
の
禁
令
は
寺
領
・
藩
領
共
に

出
て
い
る
は
ず
で
、
彼
は
そ
れ
を
念
頭
に
主
張

し
て
い
る
の
で
し
ょ
う
。

そ
し
て
、「
自じ

今こ
ん

右
等
の
儀
こ
れ
無
き
様
貴き

所し
ょ

様さ
ま

よ
り
御
取
り
扱
い
成
ら
れ
候
様
致
し
度
く

御
座
候
」（
今
後
は
こ
う
い
う
こ
と
の
な
い
様
に

そ
ち
ら
様
が
お
取
扱
い
な
さ
る
様
に
致
し
た

い
の
で
す
）と
、
こ
こ
は
大
変
て
い
ね
い
な
婉え
ん

曲き
ょ
く

表
現
。「
致
し
度
く
御
座
候
」は
、「
御
取
り

扱
い
成
さ
る
可
く
候
」「
御
取
り
扱
い
成
ら
れ

候
様
頼
み
奉た
て
ま
つ

り
候
」で
は
強
す
ぎ
る
と
考
え
て
、

「
そ
う
し
た
い
な
あ
」と
遠
回
し
に
述
べ
る
形
で

す
。
代
官
同
士
と
か
大
庄
屋
と
胡う

乱ろ
ん

者も
の

改
め
な

ど
、
同
等
の
地
位
に
あ
る
人
物
同
士
で
使
い
ま

す
。
庶
民
が
使
う
表
現
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

寺
領
地
士
は
特
殊
で
す
。
紀
州
藩
の
地
士
は

藩
公
認
の
浪
人
者
で
す
か
ら
、
武
器
を
持
つ
者

に
ふ
さ
わ
し
い
役
務
を
こ
な
し
ま
す
。
と
こ
ろ

が
寺
領
で
は
、
行
政
の
体
制
が
未
整
備
な
た
め

か
、
地
士
に
大
庄
屋
同
様
の
役
務
が
与
え
ら
れ

て
い
ま
し
た
。

否
さ
て
、
大
庄
屋
は
文
末
で
は
こ
の
遠
慮
気
味

の
姿
勢
を
ひ
っ
く
り
返
し
て
、「
否い
な（
違
う
違

う
）、
返
答
を
書
面
で
送
っ
て
下
さ
い
」と
求

め
ま
す
。
書
状
の
こ
と
で
す
か
ら
、
敬
語
・
謙け
ん

譲じ
ょ
う

語ご

を
駆
使
し
た
て
い
ね
い
な
表
現
が
続
き

ま
す
が
、
そ
の
内
実
は
大
藩
の
圧
力
に
よ
る
、

高
々
二
万
石
の
小
領
主
高
野
山
寺
、
そ
の
中
で

八
六
〇
〇
石
を
有
す
る
に
過
ぎ
な
い
行
人
領
興

山
寺
へ
の
脅お
ど

し
で
す
。「
否
」と
い
う
一
文
字
は

そ
の
典
型
で
す
。
前
文
ま
で
の
て
い
ね
い
な
物

言
い
か
ら
、
威
圧
の
姿
勢
に
転
じ
て
い
ま
す
。

要
は
「
御
制
禁
だ
と
い
う
の
は
分
か
っ
て
い

る
だ
ろ
う
に
、
今
後
こ
う
し
た
事
の
な
い
様
に

ち
ゃ
ん
と
取
り
締
ま
れ
、
さ
っ
さ
と
返
答
し

に
来
い
」と
い
っ
て
い
る
に
過
ぎ
ま
せ
ん
。
も

ち
ろ
ん
大
庄
屋
の
理
屈
か
ら
す
れ
ば
、「
は

い
、
お
っ
し
ゃ
る
通
り
に
直
ぐ
や
り
ま
す
」と

い
う
返
書
以
外
あ
り
え
な
い
と
思
っ
て
い
た
の

で
し
ょ
う
。
圧
力
さ
え
か
け
れ
ば
簡
単
に
決
着

が
付
く
だ
ろ
う
、
と
い
う
の
が
大
庄
屋
の
台
本

だ
っ
た
に
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。

た
だ
、
い
く
ら
高
圧
的
だ
と
言
っ
て
も
、
さ

す
が
に
高
野
山
だ
け
が
寺
領
に
対
し
て
持
つ
法

の
制
定
権
ま
で
は
否
定
す
る
こ
と
が
出
来
な
い
。

近
世
社
会
に
は
近
世
社
会
の
踏
み
越
え
て
は
い

け
な
い
秩
序
、
根
本
原
理
が
間
違
い
な
く
あ
る

の
で
す
。
大
藩
紀
州
藩
大
庄
屋
が
領
域
を
越
え
、

小
領
主
高
野
山
寺
領
に
乗
り
込
ん
で
百
姓
に
対

し
て
勝
手
に
直
接
触
を
出
す
わ
け
に
は
い
か
な

い
。
で
す
か
ら
、
い
く
ら
理
は
紀
州
藩
に
あ
る

と
思
っ
て
い
た
と
し
て
も
、
寺
領
に
対
し
て
禁

止
を
求
め
続
け
る
し
か
な
い
の
で
す
。　

お
答
え
、
こ
の
者
へ

五
日
後
、
六
月
九
日
付
け
で
大
庄
屋
は
岡

本
氏
に
宛
て
て
短
い
書
状
を
書
き
ま
す
（
イ

九
一
五
）。
前
日
八
日
に
岡
本
氏
の
使
い
が
大

庄
屋
宅
へ
出
向
い
て
口こ
う

上じ
ょ
う

を
述
べ
た
よ
う
で
す
。

こ
こ
で
の
口
上
は
書
面（「
口
上（
書
）」）で
は
な

く
、
文
字
通
り
、
申
し
述
べ
る
だ
け
の
口
上
の

意
味
で
す
。
誠
意
を
持
っ
て
返
答
す
る
の
な
ら

ば
、
岡
本
氏
は
本
来
書
面
で
応
じ
る
べ
き
と
こ

ろ
で
す
。

し
か
し
、
こ
の
岡
本
氏
の
返
答
で
は
「
達
し

（
渋
流
し
を
禁
止
さ
せ
た
こ
と
を
自
領
百
姓
に

通
知
す
る
）に
差
し
支
え
る
」と
大
庄
屋
は
い
い

ま
す
。
い
っ
た
い
何
を
岡
本
氏
は
言
っ
た
の
や

ら
。
そ
う
、
岡
本
氏
は
ま
と
も
に
返
答
す
る
気

が
あ
り
ま
せ
ん
。
大
庄
屋
が
思
い
描
い
た
台
本

は
崩
れ
始
め
て
い
ま
す
。

一
方
の
大
庄
屋
、
ぜ
ひ
と
も
返
答
を
得
た
い
。

「
何
と
成
す
共
」（「
ど
う
し
て
も
」で
し
ょ
う
か
）

「
お
答
え
を
紙
面
で
こ
の
者（
書
状
を
届
け
た
使

い
の
者
）に
お
預
け
に
な
る
よ
う
に
」と
、
岡
本

氏
が
今
そ
う
せ
ざ
る
を
得
な
い
よ
う
に
し
向
け

ま
す
。未

だ
お
答
え
も
こ
れ
無
く

四
日
後
の
十
三
日
付
け
で
、
岡
本
氏
に
大

庄
屋
か
ら
三
通
目
の
書
状
が
届
き
ま
す
（
イ
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九
一
六
）。
岡
本
氏
は
、
二
通
目
の
書
状
を
届

け
に
き
た
人
物
に「
十
一
日
頃
に
返
答
す
る
」と

伝
え
た
よ
う
で
、
即
答
せ
ざ
る
を
え
な
い
よ
う

に
し
向
け
た
大
庄
屋
の
作
戦
は
失
敗
。
大
庄
屋

は
岡
本
氏
の
言
に
し
た
が
い
待
っ
て
い
た
も
の

の
、
岡
本
氏
か
ら
は
十
三
日
に
な
っ
て
も
返
答

は
あ
り
ま
せ
ん
。
大
庄
屋
は
逆
に
翻ほ
ん

弄ろ
う

さ
れ
て

い
ま
す
。

岡
本
氏
の
決
断
し
よ
う
と
し
な
い
姿
勢
を

憤い
き
ど
お

り
つ
つ
も
、
し
か
し
ほ
か
に
打
つ
手
も
思

い
付
き
ま
せ
ん
。
大
庄
屋
は
相
変
わ
ら
ず
岡
本

氏
の
返
答
を
求
め
ま
す
。

伺
い
登
せ

六
月
二
十
日
、
行
人
領
の
自
覚
院
が
岡
本
氏

宛
の
書
状
を
書
き
ま
す（
写
真
２
。
イ
九
一
七
）。

行
人
領
の
本
寺
が
興
山
寺
。
自
覚
院
は
そ
の
代

官
の
役
務
を
担
っ
て
い
た
と
い
え
ま
し
ょ
う
か
。

「
国く
に

方か
た

大
庄
屋
山
本
又
次
郎
よ
り
書
状
到
来
ニ

付
き
、
返
書
の
趣お
も
む
き

先
日
伺
い
登
せ
候
」（
藩
の

大
庄
屋
か
ら（
岡
本
氏
に
）書
状
が
届
い
た
の
で
、

そ
の
返
書
を
ど
う
し
た
ら
い
い
の
か
（
問
い
合

わ
せ
る
書
面
を
）、
先
日（
岡
本
氏
は
使
い
の
者

に
持
た
せ
て
自
覚
院
に
）登
ら
せ
た
）と
あ
り
ま

す
。こ

こ
で
紀
州
藩
大
庄
屋
の
こ
と
を
「
国
方
大

庄
屋
」と
表
現
し
て
い
る
点
は
お
も
し
ろ
い
で

す
ね
。「
国
方
」は
、「
紀き
の
く
に

伊
国
の
」で
す
。
自
分

た
ち
も
紀
伊
国
の
一
部
な
の
に
、
高
野
山
は
紀

伊
国
で
は
な
い
、
高
野
山
そ
の
も
の
な
ん
だ
と

い
う
意
識
な
の
で
し
ょ
う
。

「
先
日
」と
は
い
つ
な
の
か
。
大
庄
屋
か
ら
の

高
圧
的
な
最
初
の
書
状
が
六
月
四
日
付
け
で
し

た
か
ら
、
お
そ
ら
く
岡
本
氏
は
す
ぐ
さ
ま
使
い

の
者
を
高
野
山
自
覚
院
に
登
ら
せ
た
に
違
い
あ

り
ま
せ
ん
。
自
覚
院
は
さ
ら
に
興
山
寺
に
報
告

し
た
も
の
の
、
興
山
寺
で
は
対
応
を
決
め
る
ま

で
に
日
数
が
か
か
っ
た
の
で
し
ょ
う
。
岡
本
氏

が
大
庄
屋
か
ら
の
求
め
に
対
し
、
ま
と
も
に
返

答
し
て
こ
な
か
っ
た
の
は
、
困
惑
し
て
い
た
と

か
曖あ
い

昧ま
い

に
し
よ
う
と
し
て
い
た
と
か
で
は
な
く
、

興
山
寺
の
結
論
が
出
る
ま
で
の
時
間
稼
ぎ
だ
っ

た
の
で
す
。

自
覚
院
は
岡
本
氏
の
使
い
の
者
へ
、（
興
山

寺
が
書
い
た
）「
返
書
草
案
」を
渡
し
、「
草
案
通

り
に
書
い
た
返
書
を
大
庄
屋
に
渡
す
よ
う
に
と
、

（
興
山
寺
が
）御
命
じ
に
な
っ
た
」と
い
い
ま
す
。

も
っ
と
も
、
こ
こ
で
は
返
書
草
案
の
内
容
に
は

触
れ
て
い
ま
せ
ん
。

　

鮎
取
り
候

こ
れ
を
受
け
て
、
二
十
三
日
付
け
で
岡
本
氏

と
し
て
は
初
め
て
で
し
ょ
う
が
、
大
庄
屋
宛
て

の
返
書
を
出
し
ま
し
た
。
こ
こ
で
は
、
思
い
も

か
け
な
い
方
向
で
大
庄
屋
の
申
し
出
を
拒
絶
し

て
い
ま
す（
写
真
３
。
イ
六
九
三
）。
つ
ま
り
こ

れ
が
興
山
寺
が
作
っ
た
返
書
草
案
の
内
容
な
の

で
し
ょ
う
。

前
半
は
六
月
四
日
付
け
大
庄
屋
書
状
の
引
用

で
す
。
い
く
つ
か
の
箇
所
で
大
庄
屋
の
言
い
回

し
を
変
え
て
い
て
、
そ
こ
に
興
山
寺
の
考
え
が

よ
く
出
て
い
ま
す
。

大
庄
屋
は
、「
渋
を
流
シ
鮎
取
り
候
由よ
し

ニ
相

聞
え
申
し
候
」（（
寺
領
の
百
姓
が
）渋
を
流
し

て
鮎
取
り
を
す
る
そ
う
で
す
が
）と
い
い
ま
す
。

自
分
で
見
聞
き
し
た
の
で
は
な
い
わ
け
で
す
か

ら
伝
聞
の
形
を
取
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
を
返
書
は
単
純
に
、「
渋
を
流
し
鮎
取

り
候
ニ
付
き
」（
渋
を
流
し
て
鮎
取
り
を
す
る
の

で
）と
し
て
い
ま
す
。
つ
ま
り
、
渋
は
流
し
て

い
な
い
と
突
っ
ぱ
ね
る
こ
と
も
出
来
る
は
ず
で

す
が
、
返
書
は
渋
を
流
し
た
か
ど
う
か
で
争
お

う
と
し
て
い
る
の
で
は
な
い
と
読
む
こ
と
が
で

き
ま
す
。

の
趣
を
以
て

大
庄
屋
書
状
が
「
稲い
な

毛げ

生
え
立
ち
悪あ

し
く
難

儀
仕つ
か
ま
つ

り
候
間
」（
稲
毛
の
生
育
が
悪
く
な
り（
藩

領
の
百
姓
が
）困
る
の
で
）と
し
て
い
る
と
こ
ろ

を
、
返
書
は
、「
稲
毛
生
え
立
ち
悪
し
く
難
儀

の
趣お
も
む
き

を
以
て
」に
変
え
て
い
ま
す
。「
の
趣
を

以
て
」で
す
か
ら
、「
困
る
と
い
う
理
由
で
」と

そ
ち
ら
は
言
っ
て
い
ま
す
が
ね
と
い
う
意
味
で

す
。
否
定
す
る
と
い
う
ほ
ど
で
は
な
い
の
で
す

が
、
影
響
が
あ
る
か
ど
う
か
を
ぼ
や
か
し
て
は

い
ま
す
。

影
響
を
め
ぐ
っ
て
の
因
果
関
係
と
い
う
の
は

大
変
難
し
く
、
今
日
で
も
争
い
に
な
る
の
は
ほ

と
ん
ど
が
こ
の
点
に
関
わ
っ
て
き
ま
す
。
返
書

で
も
渋
流
し
の
影
響
な
ど
あ
る
わ
け
が
な
い
と

反
論
す
る
こ
と
も
可
能
な
は
ず
で
す
が
、
そ
う

い
う
方
向
で
主
張
し
て
い
こ
う
と
い
う
意
図
は

み
ら
れ
ま
せ
ん
。

「
の
趣
を
以
て
」と
い
う
表
現
は
、
大
庄
屋
の

「
右
は
兼
て
御
制
禁
、
御
承
知
の
事
と
存
じ
奉
た
て
ま
つ

り
候
」（
渋
流
し
が
従
来
か
ら
の
御
制
禁
で
あ

る
の
は
御
承
知
の
こ
と
と
思
い
ま
す
）を
い
い

か
え
た
箇
所
で
も
使
わ
れ
ま
す
。
こ
れ
を
返
書

は
、「
右
は
御
制
禁
の
趣
を
以
て
」（
御
制
禁
だ

と
い
う
理
由
で
）に
変
え
て
い
ま
す
。
つ
ま
り
、
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そ
ち
ら
は
御
制
禁
だ
と
お
っ
し
ゃ
っ
て
い
ま
す

が
ね
と
述
べ
、
や
ん
わ
り
と
相
手
の
主
張
を
拒こ
ば

ん
で
い
ま
す
。
こ
れ
が
返
書
の
主
張
の
伏
線
に

な
っ
て
い
ま
す
。

何
年
中
い
ず
れ
よ
り

さ
て
、
返
書
は
い
よ
い
よ
核
心
に
入
り
ま
す
。

「
右
は
何
年
中
い
つ
れ
（
い
ず
れ
）よ
り
仰
せ
出

ら
れ
候
御
制
禁
ニ
御
座
候
哉や

」（
大
庄
屋
の
お
っ

し
ゃ
る
御
制
禁
と
い
う
の
は
、
い
つ
、
ど
こ
が

（
高
野
山
か
紀
州
藩
か
）ご
命
じ
に
な
っ
た
御
制

禁
だ
と
い
う
の
で
す
か
）。

大
庄
屋
か
ら
す
れ
ば
御
制
禁
は
疑
う
余
地
も

な
い
周
知
の
事
実
と
い
う
こ
と
な
の
で
し
ょ
う
。

制
禁
が
出
て
い
る
や
ら
い
な
い
や
ら
で
争
わ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
は
露
ほ
ど
に
も
思
わ
な

か
っ
た
は
ず
。

そ
れ
を
返
書
は
反
論
の
中
心
に
持
っ
て
き
た
。

そ
ん
な
も
の
わ
し
ゃ
知
ら
ん
と
。
渋
流
し
の
事

実
で
争
う
の
で
も
、
百
姓
へ
の
影
響
を
否
定
す

る
の
で
も
な
く
、
今
日
で
は
最
も
考
え
に
く
い

戦
い
方
、
制
禁
の
存
在
そ
の
も
の
を
否
定
す
る

と
い
う
戦
法
に
出
た
の
で
す
。

法
は
自
然
消
滅
す
る

こ
の
争
い
方
は
今
日
で
は
考
え
ら
れ
な
い
。

で
も
近
世
で
は
そ
れ
ほ
ど
希ま
れ

で
は
な
か
っ
た
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
た
と
え
大
庄
屋
に

と
っ
て
は
想
定
外
だ
っ
た
と
し
て
も
。

近
代
法
で
は
、
廃
止
を
決
定
し
て
初
め
て
法

は
無
効
に
な
り
ま
す
。
廃
止
を
決
め
な
け
れ
ば

法
は
い
つ
ま
で
で
も
生
き
続
け
ま
す
。
今
日
で

も
明
治
の
法
制
で
有
効
な
も
の
が
残
っ
て
い
ま

す
。
と
こ
ろ
が
近
世
社
会
で
は
、
法
は
自
然
消

滅
す
る
も
の
で
し
た
。
で
す
か
ら
、
今
日
と
異

な
っ
て
、
同
じ
よ
う
な
内
容
の
法
が
繰
り
返
し

繰
り
返
し
出
さ
れ
る
の
は
、
一
つ
の
法
の
効
力

を
持
続
さ
せ
る
た
め
の
方
法
だ
っ
た
の
で
す
。

岡
本
氏
が
の
ら
り
く
ら
り
と
返
答
を
避
け
て

い
た
十
数
日
。
鮎
取
り
に
関
し
て
御
制
禁
が
出

て
い
る
の
か
ど
う
か
、
出
て
い
た
と
し
て
も
そ

の
時
点
で
有
効
な
の
か
ど
う
か
、
興
山
寺
が
検

討
し
て
い
た
の
で
し
ょ
う
。

「（
御
制
禁
の
）内
容
に
つ
い
て
詳
し
く
お
っ

し
ゃ
っ
て
下
さ
い
」。
こ
れ
は
興
山
寺
、
し
ら

ば
く
れ
た
り
誤ご

魔ま

化か

し
た
り
し
よ
う
と
し
て
い

る
の
で
は
な
く
、
自
信
満
々
な
の
か
も
知
れ
ま

せ
ん
。
御
制
禁
は
問
題
で
は
な
い
と
。
興
山
寺

は
大
藩
の
言
い
な
り
に
な
る
ど
こ
ろ
か
、
思
わ

ぬ
方
法
で
真ま

っ
向こ
う

勝
負
に
出
た
の
で
す
。

　
差
し
戻
し
く
れ

事
態
は
さ
ら
に
意
外
な
方
向
に
振
れ
ま
す
。

翌
年
の
こ
と
な
ら
ば
八
か
月
後
に
な
り
ま
す

が
、
二
月
二
十
五
日
付
け
で
、
自
覚
院
か
ら
岡

本
氏
に
再
び
書
状
が
届
き
ま
す
（
写
真
４
。
イ

七
〇
七
）。
大
庄
屋
か
ら
の
書
状
を
、「
差
戻
し

呉く
れ

候
様
」（
差
し
戻
し
て
く
れ
る
様
）「
若
山
在
方

頭
取
衆（
代
官
の
こ
と
で
し
ょ
う
か
）が
頼
ん
で

来
た
」と
い
い
ま
す
。
こ
れ
を
受
け
て
興
山
寺

が
、「
や
り
と
り
し
た
書
状
を
双
方
共
に
取
り

戻
し
合
う
様
に
伝
え
ろ
と
御
命
じ
に
な
っ
た
」

と
い
う
の
で
す
。

な
ぜ
こ
う
し
た
方
向
に
事
が
進
ん
で
い
っ
た

の
か
。
大
庄
屋
に
代
り
藩
の
代
官
が
出
て
来
て

「
差
戻
し
呉
」、
大
庄
屋
が
失
礼
な
こ
と
を
し
た
、

も
う
な
か
っ
た
こ
と
に
し
よ
う
と
幕
引
き
を
は

か
っ
た
の
で
す
。
つ
ま
り
藩
の
側
に
瑕か

疵し

が
あ

り
そ
れ
を
認
め
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。

渋
流
し
の
問
題
を
越
え
て
、
御
制
禁
が
有
効

な
の
か
ど
う
か
が
紀
州
藩
と
興
山
寺
で
争
わ
れ

る
こ
と
に
な
り
、
あ
る
い
は
興
山
寺
は
幕
府
寺

社
奉
行
に
訴
え
た
の
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。
大
庄

屋
が
そ
う
思
い
こ
ん
で
い
た
だ
け
の
こ
と
で
、

「
御
制
禁
」は
本
当
に
出
て
い
な
か
っ
た
か
、
す

で
に
無
効
と
判
断
で
き
た
の
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。

だ
と
す
れ
ば
、
思
い
が
け
な
い
興
山
寺
の
戦
い

方
は
、
実
は
極
め
て
ま
と
も
だ
っ
た
こ
と
に
な

り
ま
す
。

取
り
戻
し
合
い

「
取
り
戻
し
合
い
」を
命
じ
た
興
山
寺
で
し
た

が
、
し
か
し
そ
れ
は
ど
う
も
不
発
に
終
わ
っ

た
よ
う
な
の
で
す
。
大
庄
屋
の
書
状
三
通
（
イ

九
一
八
・
九
一
五
・
九
一
六
）は
大
庄
屋
の
直
筆

ら
し
く
、
封
紙
も
あ
る
の
で
す
が
、
こ
れ
が
岡

本
家
に
残
っ
た
ま
ま
で
す
。

面
白
い
こ
と
に
、
大
庄
屋
の
三
通
の
書
状

に
は
、
岡
本
氏
の
筆
跡
と
思
わ
れ
る
写
し
が

岡
本
家
に
あ
り
ま
す
（
イ
九
一
一
＝
写
真
５
・

九
一
二
・
九
一
三
）。
大
庄
屋
に
戻
す
つ
も
り
で

念
の
た
め
に
写
し
を
作
る
と
こ
ろ
ま
で
は
行
っ

た
も
の
の
、
途
中
で
返
却
を
中
止
し
た
と
い
う

こ
と
な
の
で
し
ょ
う
か
。

岡
本
家
に
あ
る
大
庄
屋
宛
て
書
状
（
イ

六
九
三
）は
岡
本
氏
の
筆
跡
の
よ
う
で
す
が
、

「
扣ひ
か
え

」と
記
し
て
あ
り
ま
す
の
で
、
始
め
か
ら
岡

本
氏
の
手
元
に
あ
っ
た
手
控
え
だ
と
分
か
り
ま

す
。
大
庄
屋
も
岡
本
氏
に
書
状
を
返
し
て
い
な

い
の
で
し
ょ
う
。

こ
の
大
庄
屋
宛
書
状
に
は
、
も
う
一
通
写
し

（
写
真
６
。
イ
九
一
四
）が
岡
本
家
に
あ
る
の
で

す
。
と
こ
ろ
が
、
こ
れ
は
自
覚
院
の
役
人
の
筆

跡
の
よ
う
な
の
で
す
（
イ
九
一
七
と
酷こ
く

似じ

し
た

筆
跡
）。
自
覚
院
だ
け
が
興
山
寺
の
指
示
に
忠

実
に
、
写
し
ま
で
も
岡
本
氏
に
戻
し
て
き
た
の

で
し
ょ
う
か
。

「
差
戻
し
呉
」「
取
り
戻
し
合
い
」で
こ
の
争
い

を
な
か
っ
た
こ
と
に
す
る
は
ず
で
し
た
。
け
れ

ど
も
最
後
は
、
岡
本
氏
も
大
庄
屋
も
お
上
の
意

思
に
必
ず
し
も
従
わ
な
い
ま
ま
で
終
わ
っ
た
よ

う
な
の
で
す
。　
　
　
　
　
　
　
（
遊
佐
教
寛
）

第 44号（平成 27年 11月発行）

写真４
「書状双方共取り戻し合い候様」

写真５　岡本氏筆大庄屋書状

写真６　自覚院筆岡本氏書状
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七
月
か
ら
九
月
に
か
け
て
、
古
文
書
講
座
Ⅰ

を
開
催
し
ま
し
た
。

今
回
の
題
材
は
、
日
高
郡
藤
井
村
（
現
御
坊

市
藤
田
町
藤
井
）の
江
川
組
と
天
田
組
の
大
庄

屋
を
務
め
た
瀬
戸
家
の
文
書
で
す
。
大
庄
屋
の

役
務
は
藩
か
ら
託
さ
れ
た
村
の
支
配
や
犯
罪
の

取
締
り
に
と
ど
ま
り
ま
せ
ん
。
今
回
は
、
そ
の

中
か
ら
、
農
民
の
家
族
に
ま
つ
わ
る
問
題
に
焦

点
を
あ
て
、
遊
佐
教
寛
研
究
員
が
わ
か
り
や
す

く
解
説
し
ま
し
た
。

各
回
の
講
座
内
容
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

「
入
門
」に
は
、
延
べ
一
〇
八
名
、「
初
級
・

中
級
」は
、
延
べ
一
六
一
名
の
出
席
が
あ
り
、

ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
七
割
以
上
の
方
か
ら
「
興
味

深
く
お
も
し
ろ
か
っ
た
」と
の
回
答
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。

・
尊
敬
と
謙
譲
の
こ
と
ば
の
大
切
さ
が
わ

か
っ
た
。
大
庄
屋
の
事
務
処
理
大
変
そ
う
で
す
。

・
歴
史
的
背
景
や
敬
語
の
使
い
方
等
を
詳
し

く
指
導
下
さ
る
の
で
よ
く
わ
か
り
ま
す
。

・
読
め
る
文
字
か
ら
読
ん
で
い
け
ば
よ
い
と

お
っ
し
ゃ
っ
て
下
さ

る
の
で
、
取
り
組
み

や
す
い
で
す
。

・
数
年
前
か
ら
古

文
書
を
見
る
機
会
が

増
え
、
文
字
や
そ
の

意
味
が
わ
か
ら
な

か
っ
た
の
で
す
が
、

少
し
わ
か
っ
た
よ
う

な
気
が
し
ま
し
た
。

・
大
庄
屋
も
大
変
！
裁
定
は
大
変
！

・
民
事
ま
で
司
る
大
庄
屋
は
か
な
り
の
人
格

者
に
違
い
な
い
。
そ
れ
に
し
て
も
ひ
と
つ
の
案

件
に
ど
れ
だ
け
の
文
書
が
行
き
交
っ
た
の
か
を

思
う
と
、
そ
の
労
力
に
く
ら
く
ら
す
る
。

・
当
時
の
大
庄
屋
の
立
ち
位
置
や
行
動
な
ど

適
切
な
解
説
を
頂
き
楽
し
く
拝
聴
で
き
ま
し
た
。

・
講
師
の
話
し
ぶ

り
が
と
て
も
ユ
ニ
ー

ク
で
楽
し
ま
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
多

忙
な
日
々
の
な
か
、

一
滴
の
清
涼
剤
の
よ

う
な
時
間
を
持
つ
こ

と
が
で
き
て
幸
せ
で

し
た
。

第 44号（平成 27年 11月発行）

■
利
用
方
法

◆
閲
覧
室
受
付
に

あ
る
目
録
等
で
必
要

な
資
料
、文
書
等
を

検
索
し
、閲
覧
申
請

書
に
記
入
の
う
え
受

付
に
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。
文
書
等
利
用

の
受
付
は
閉
館
30
分

前
ま
で
で
す
。

◆
閲
覧
室
書
棚
に
配
架
し
て
い
る
行
政
資
料
、

参
考
資
料
は
自
由
に
閲
覧
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
複
写
を
希
望
さ
れ
る
場
合
は
、
複
写
承
認
申

請
書
に
記
入
の
う
え
受
付
に
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。
複
写
サ
ー
ビ
ス
は
有
料
で
す
。

　

開
館
時
間 

　
　
◆
火
曜
日
～
金
曜
日　

　
　
　
　
　

午
前
10
時
～
午
後
６
時

　
　
◆
土
・
日
曜
日
・
祝
日
及
び
振
替
休
日　

　
　
　
　
　

午
前
10
時
～
午
後
５
時

■
休
館
日 

◆
月
曜
日
（
祝
日
又
は
振
替
休
日
と
重
な
る
と

　
　
　
　
　

き
は
、
そ
の
後
の
平
日
）

◆
年
末
年
始　

12
月
29
日
～
１
月
３
日

◆
館
内
整
理
日

 　

・
１
月
４
日

　
　
（
月
曜
日
の
と
き
は
、
５
日
）

 　

・
２
月
～
12
月 
第
２
木
曜
日

（
祝
日
と
重
な
る
と
き
は
、
そ
の
翌
日
）

 　

・
特
別
整
理
期
間　

10
日
間
（
年
１
回
）

■
交
通
の
ご
あ
ん
な
い

◆
JR
和
歌
山
駅
・
南
海
電
鉄
和
歌
山
市
駅
か
ら

　

バ
ス
で
約
20
分

◆
和
歌
山
バ
ス
高
松
バ
ス
停
下
車
徒
歩
約
３
分

  

和
歌
山
県
立
文
書
館
だ
よ
り
　
第
44
号

平
成
27
年
11
月
30
日　

発　

行

編
集
・
発
行　
和
歌
山
県
立
文
書
館

〒
六
四
一

－

〇
〇
五
一

和
歌
山
市
西
高
松
一
丁
目
七

－

三
八

 　
　
　
　
　
　

き
の
く
に
志
学
館
内 

電　
話　
〇
七
三

－

四
三
六

－

九
五
四
〇

Ｆ
Ａ
Ｘ　
〇
七
三

－

四
三
六

－

九
五
四
一

印　
刷　
株
式
会
社
ウ
イ
ン
グ

文
書
館
の
利
用
案
内

平
成
二
十
七
年
度 

古
文
書
講
座
Ⅰ

「
入
門
」ア
ン
ケ
ー
ト（
抜
粋
）

「
初
級
・
中
級
」ア
ン
ケ
ー
ト（
抜
粋
）

入
門 

 

第
１
回　

 

家
業
疎お
ろ
そ

か　
　

 

７
月
18
日（
土
）

 

第
２
回　

 

両
親
共
大
切
に
い
た
し 

８
月
１
日（
土
）

初
級
・
中
級

 

第
１
回　

 

隣
町
よ
り
帰
り
申
さ
ず

８
月
22
日（
土
）

 

第
２
回　

 

せ
ん
再
縁

            

８
月
29
日（
土
）                     

 

第
3
回　

 

妻
子
世
話
振ぶ

り

            

９
月
５
日（
土
）

大お
お
じ
よ
う
や

庄
屋
瀬
戸
家
と
農
民
の
家
族
問
題
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